
コミュニ
ケーション力

課題
解決力

学校教育
理解力

専門的
企画力

専門的
実践力

運動方法・水泳 1 1年次 1 ○ ○

運動方法・陸上競技 1 1年次 1 ○ ○

運動方法・ダンス(フォークダンスを含む) 1 2年次 1 ○ ○

運動方法・ソフトボール(野球を含む) 1 2年次 1 ○ ○

運動方法・球技Ａ(ゴール型) 1 2年次 1 ○ ○

運動方法・球技Ｂ(ネット型) 1 2年次 1 ○ ○

運動方法・体つくり運動(体操) 1 3年次 1 ○ ○

運動方法・器械運動 1 3年次 1 ○ ○

運動方法・武道(柔道) 1 1年次 ○ ○

運動方法・武道(剣道) 1 1年次 ○ ○

運動方法・武道(相撲) 1 1年次 ○ ○

スポーツ哲学 2 1年次 2 ○ ○

スポーツ心理学 2 3年次 2 ○ ○

スポーツ経営管理学 2 3年次 2 ○ ○

スポーツ社会学 2 3年次 2 ○ ○

スポーツ史 2 2年次 2 ○ ○

トレーニング学 2 2年次 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む。） スポーツ生理学 2 1年次 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 衛生学･公衆衛生学(運動衛生学を含む) 2 1年次 2 ○ ○

学校保健(小児保健・精神保健を含む) 2 2年次 2 ○ ○

学校安全(救急処置を含む) 2 3年次 2 ○ ○

体育科教育法 2 2年次 2 ○ ○

保健科教育法 2 2年次 2 ○ ○

体育科教育実践法 2 3年次 2 ○ ○

保健科教育実践法 2 3年次 2 ○ ○

教育原理 2 1年次 2 ○

教師論 2 1年次 2 ○ ○

教育の制度と経営 2 3年次 2 ○ ○

教育心理学 2 2年次 2 ○ ○

特別支援教育概論 2 3年次 2 ○ ○

教育課程論 2 2年次 2 ○ ○

道徳教育の指導法 2 1年次 2 ○ ○

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 1年次 2 ○ ○

教育相談(カウンセリング
を含む)

2 3年次 2 ○ ○

5 教育実習(事前事後の指導を含む) 5 4年次 5 - - - - -

2 教職実践演習(小・中) 2 4年次 2 - - - - -

第六欄 4

2 法学(日本国憲法) 2 1年次 2 ○ ○

児童スポーツ教育論 2 1年次 2 ○ ○

運動方法・水泳※ 1 1年次 1 ○ ○

英語コミュニケーションⅠ 1 2年次 1 ○ ○

英語コミュニケーションⅡ 1 2年次 1 ○ ○

2 情報処理(情報機器の操作を含む) 2 1年次 2 ○ ○

※　「運動方法・水泳」は教科に関する専門的事項体育実技と第66条の6体育において共通の科目として申請

教
員
免
許
法
施
行
規
則

(

第
6
6
条
の
6

)

に
定
め
る
科
目

日本国憲法

体育 2

外国語コミュニケーション 2

数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は
情報機器の操作

第五欄
教育実践に
関する科目

教育実習

教職実践演習

大学が独自に設定する科目 第2欄余剰単位をもってあてるため科目設定なし

○

○ ○
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論(進路指導・
キャリア教育を含む)

2 3年次 2 ○

教育の方法及び技術(情報通
信技術の活用を含む)

2 2年次 2
第四欄

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目

道徳の理論及び指導法

10

総合的な学習の時間の指導法

教育の方法及び技術

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知
識を含む。）の理論及び方法

28

第三欄
教育の基礎
的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー
ム学校への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒
に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。）

1

「体育原理、体育心理学、体育経営
管理学、体育社会学、体育史」・運動
学（運動方法学を含む。）

学校保健（小児保健、精神保健、学
校安全及び救急処置を含む。）

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を
含む。）

【履修カルテ】中学校教諭一種免許状(保健体育)・教職課程科目（児童スポーツ教育コース2023カリキュラム）

必要
単位数

科目名称 単位数
開講
年次

修得
単位数

履修カルテ大項目

第二欄

教科及び
教科の
指導法に
関する科目

教科に
関する
専門的
事項

体育実技

1



№ 大項目名称

1 児童理解に必要な発達的・心理的理論や知識を習得している。

2 保護者や地域との連携・協力の仕方を理解している。

3 集団指導の知識・技術を習得している。

4 論理的・科学的な方法を用いて相手に理解させることができる。

5 民族や文化などの異なる人々ともコミュニケーションをとることができる。

1 自分や社会に問われている課題を発見する力を獲得している。

2 発見した課題を探求する力を獲得している。

3 さまざまな視野からデータを集め、客観的に分析する力を獲得している。

4 課題解決に向けて具体的な方策を立案する力を獲得している。

5 自分の目標の実現に向かって真剣に努力している。

1 学校教育の目的・意義、歴史について理解している。

2 教育法規や学習指導要領の内容について理解している。

3 教育課程の内容や教育課題について理解している。

4 教職の意義や役割、その職務内容について理解している。

5 学校の組織や運営、学校を取り巻く教育環境について理解している。

1 授業科目についての専門的知識を獲得している。

2 授業科目の教材や資料を分析したり、開発・作成することができる。

3 学習指導の内容および方法について理解している。

4 児童を把握し、けがや事故を事前に予測して予防することができる。

5 学習成果を適切に評価し、計画などの修正に役立てることができる。

1 専門的な知識および実技能力を習得しており、指導に役立てることができる。

2 授業内容を分析し振り返る力を身につけている。

3 児童を把握し、安全対策を念頭に入れ、救急処置を的確に行える。

4 集団をまとめたり、統率する力が身に付いている。

5 児童の知的好奇心や動機づけを高める授業をすることができる。

3 学校教育理解力

4 専門的企画力

5 専門的実践力

適応科目：中学校教諭一種免許状(保健体育)取得に係る科目

評価項目(小項目名称)

1 コミュニケーション力

2 課題解決力

2




